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幼
　
稚
　
園

子
ど
も
の
脳
の
発
達
は
三
才

～
十
才
ま
で
の
間
に
き
ま
る
と

医
学
的
に
は
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
し
ん
け
ん
な

顔
を
見
る
と
き
、
世
の
父
毋
た

ち
は
ど
う
対
処
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

心
豊
か
に
、
力
強
く
育
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

よもぎた
村の人口
53. 3.  31 現在

人　囗

男　4,536

女　2,  212

計　2,324

世 帯 数　　997



昭和53年度一般会計予算は
9億8百万円

＊
本
年
の
歳
入
歳
出
の
総
額
は

そ
れ
ぞ
れ
九
億
八
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳

入

歳

出

歳
入
の
主
な
も
の
は
（
グ
ラ
フ
を
参

考
）
地
方
交
付
税
の
四
億
五
千
五
百
十

八
万
七
千
円
で
全
体
の
五
〇
％
、
つ
づ

い
て
国
県
支
出
金
の
一
億
九
千
六
百
二

十
六
万
八
千
円
で
、
二
十
一
・
五
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
村
の
予
算
の
七
十
一
・

二
九
％
は
国
県
か
ら
の
依
存
財
源
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
か
ら
負
担
し
て
も
ら
っ
た
村
税
は
、

七
千
六
百
九
十
四
万
三
千
円
で
全
体
の

八
・
四
七
％
で
す
。
　
　
　
　
　
ｙ

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
農
林
水
産
業

費
の
一
億
六
千
七
百
六
十
三
万

九
千
円

で
全
体
の
一
八
・
四
五
％

で
す
。

つ
づ
い
て
、
民
生
費
の
一
億
六
千
二

十

六
万
六
千
円
で
全
体
の
一
七
・
六
四

％

、
総
務
費
の
一
億
五
千
七
百
九
十
三

万
円
で
全
体
の
十
七

こ
二
八
％

と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳　入　一　般　会　計

歳　　　 出

歳出合計　908,  792
千円

一世帯当り911,  526円

一 人当り　200,  350円

労　働　費

576千円

0.06％

教　育　費

96, 746千円

10.65%

議　会　費

35, 258千円

3.88%

農林水産業費

167,639 千円

18％

災害復旧費

26, 950千円

2.96%

公　債　費
36, 831千円

4.05%

商　工　費

900千円

0.10％

総　務　費

157, 930千円

17.38%

民　生　費

160, 266千円

17.64%

上　木　費

124,540 千円

13.70%

諸支出金・予備費

22, 541千円

2.48%

衛　生　費

36,708千円

4.04%

消　防　費

41, 907千円

4.61%

ぎょうせい・よさん 広報よもぎた (2)



特別会計 国民健康保険は1億6千772万5

千円歳　　　出 歳　　　 入

特別会計 蓬田村学校給食センター3千715万2

千円歳　　　出 歳　　　入

村をきれいに　◆こういう場合はこうして◆

ゴミ，ジャッパ類をまだ川や海，空き地に

捨てているのをよく見かけますので，隣り近

所協力して指定された場所へ運んで，処理し

て下さい。

大量のジャッパを燃やすときは，消防署の

許可が必要です。燃やしたあとは危険のない

ように始末して下さい。

○ゴミ処理とジャッパ等を燃やす為の許可等

の詳しいことは，役場衛生，消防係まで。

一 一

①　トタン｡金物，ビン類一ゴミ焼きセンター

②　ゴミ，紙布類→ゴミ焼きセンター

③　ジャッパ等の燃えるもの→空き地をかり

て本人が燃やす。

④　セメント。モルタル等一ゴミ焼きセンタ

ー

③ 広報よもぎた ぎょうせい・よさん



どんなご用でおこしですか? 役場事務機構が一部かわりました

教　育　長

田 中　 一 雄

議会事務局長

小松　 直作

農林水産課長

川崎　 正敏

学務課長

出中　勝家

税務課長．

中川　 信義

総務課長

八戸　春海

民生課長

遠田　俊光

助　　役

八戸良次郎

農業委員会 農林水産課 税　務　課 総　務　課 民　生　 課

（
家

庭
奉

仕

員

）

吉

崎

キ

ク

ノ

青
木

匸
我
臨
職

（
戸
籍
）

福
井
慶
造
補
佐

（
民
生
）

佐
藤
洋
子
係
長

食
古

川
崎
清
春
主
事

（
国
憚
）

吉
崎
良
一
補
佐

（
保
健
）

大
沢
ヒ
デ
婦
長

葆
健
）

高
田
キ
ワ
係
長

戸
籍
）

坂
本
大
主
事
補

（
国
民
年
金
）

久

慈

義

明

係

長

（
衛
生
）

津
島
永
孚
主
事

（
国
保
）

柿
崎
真
人
主
事
補

（
庶
務
）

稲
葉
慶
則
補
佐

（
庶
務
）

八
戸
純
一
臨
職

（
庶
務
）

福
田
春
美
主
事

軍

輛
）

稲
葉
孝
太
郎
係
長

（
財
政
選
管
）

中

村

幸

八

補

佐

（
財
政
選
管
）

佐

井

修

次

主

事

（
統

計
消

防

交

安

）

坂

本

忠

弘

補

佐

（
統
計
消
防
交
玄

青

木

昭

信

主

事

（
税
務
）

山
館
　

建
補
佐

（
税
務
）

浜
田
　
亮
主
事

（
評
価
）

古
川
正
隆
係
長

（
評
価
）

太
田
信
雄
主
事

（
議
会
）

工
藤
正
人
書
記

（
学
務
）

森
喜
寿
郎
主
事

（
地
籍
）

芳
賀
作
主
事
補

（
国
土
調
喜

坂
本
　
勲
臨
職

議
　
会

学
　

務

農
　
林

（
地
籍
）

田
中
　
武
補
佐

（
勧
業
）

坂
本
重
雄
係
長

（
土
地
改
良
）

齎

谷
春

二

補
佐

（
産
業
振
興
）

八

戸

通
正

係

長

（
産
業
振
興
）

久

慈

修

▽
王

事

農
委
小
鹿
義
晃
補
佐

農
委
越
田
　
守
係
長

土
本
建
設
課
長

小
松
　

虎
雄

吐 本災害復旧）

佐々木京 太郎

主事

吐 村

佐井一夫補佐

(海岸・道川

坂本久男主事

木村まり臨職

・有線放送の依頼

・救急車の要請
はTEL I ， 30, 40, 70, 74 番 役場へ電話を下さい。

自由にお茶をどうぞ／

玄　関

（
用
度
出
納
）

小
野
富
士
雄
補
佐

（
出
納
）

細
谷
幸
子
係
長

収
　
入
　
役

小
畑
　

清
実

ど
う
ぞ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

・

産

業

経

済
課

が

名

称

を

変
更

し

（

１ １

い
い

皿

１ １

）

に

わ
か

れ

て
仕

事

を
し

ま

す

。

・

教

育

委

員
会

に

は
（

い

い
い

育

課
）

が

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

「
私
は
土
木
担
当
で
す
。」

「
私
は
皆
様
の
税
金

を
と
り
あ
つ
か

い
ま
す
。
」

こ
ん
な

ふ
う
に
職
員
一
人

一
人
が
役
割
を
分
担
し
、

地
域
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
勤
め
ま
す
。
さ
あ
、
あ
な
た

は
ど
の
係
に
ご
用
で
す

か
？

社会教育課

社会教育課長
(兼中央公民館長)

張 間　 謙 吉

（
社
会
教
育
）

丹

藤

節

治
社

教

主

事

（
庶
務
）

算
用
子
秀
子主
事

（
社
会
教
育
）

坂

本

万

蔵

社

教

係

長

仲 央公民館内切.76)

＊村 の 人 事 異 動

（４月１日付）

・土木建設課長　小松虎雄（税務

課）

・農林水産課長　川崎正敏

・税務課長　中川信義（中央公民

館長補佐）

・学務課長　田中勝家（教育次長）

・社会教育課長　張間謙吉（保育

所長）

・保育所長　佐藤喜一（産業経済

課長）

・農林水産課長補佐　齎谷春二

（民生課）

・農業委員会事務局長補佐

月ヽ鹿義晃（税務課）

・農業委員会係長　越田守（民生

課）

・税務課評価係長　古川正隆O 良

業委員会）

・民生課年金係長　久慈義明（農

業委員会）

・総務課主事　福田春美（教育委

員会）

・学務課主事　算用子秀子（総務

課）

(5) 広報よもぎた じ　ん　じ じ　ん　じ 広報よもぎた (4)
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幸

加
　

藤
　
継
　

悦

○

坂
　
本
　

信
　

義

ホ
　

鹿
　
重
　

一

木
　

村
　
　
　

修

大
　

宮
　

正
　

志

○
森
　
　
　

淳
　
一

越
　
田
　

希
　

悦

小
　

松
　

依
　

子

○
中
　

村
　

美
穂
子

○

福
　
田
　

春
　

美

○
川
　

崎
　
美
代
子

△
体

育

指

導

委

員

代
　

理
○
横
　

内
　

清
　
三

横
　

山
　
　
　

勉

○
横
　

山
　

修
　

道

委
員
長
　

坂
　

本
　
洋
　

一

藤
　
本
　

幸
　

雄

○
青
　

木
　
　
　

実

○
工
　

藤
　
義
　
正

八
　

幡
　
敏
　

雄

△
心
身

障

害
児
就

学
指

導

委
員

委
員
長
　
沢
　

田
　

年
　
栄

畠
　

中
　

秀
　

晃

坂
　
本
　

知
　
久

安
　
田
　

佳
　
子

田
　

中
　

勝
　
家

△
学
校

給
食

セ
ン

タ

ー
運
営

委

員

田
　

中
　

一
　
雄

委
員
長
◎
八
　

戸
　

良
次
郎

○
沢
　

田
　

年
　
栄

永
　

田
　

逸
　
子

坂
　

本
　

重
　
彦

中
　

川
　

信
　
義

安
　
田
　

佳
　
子

渡
　

辺
　
洋
　

子

辻
　

村
　
武
　

友

工
　

藤
　

精
　
記

大
　

沢
　
　
　

保

八
　

戸
　

光
　
義

○
は
新
し
く
選
任
さ
れ
た
人
で
す
。

年金コーナー

国民年金相談室

問
　
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
は
ど
う

す
る
の
で
す
か
。

答
　
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
あ
る

い
は
勤
め
を
や
め
て
自
分
で
仕
事
を

始

め
る
よ
う
な
と

き
に
、
つ
ま
り
法

律
の
上
で
強
制
加
入
被
保
険
者
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
（
十
四
日
以

内
）
に
役
場
の
窓
口
に
届
け
を
出
せ

ば
よ

い
わ
け
で
す
。

書
類
は
、
強
制
加
入

か
任
意
加
入

か
で
違

い
ま
す
が
、
め
ん
ど
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の

保
険
料
が
か
わ
り
ま
す

国
民
年
金

の
保
険
料
が
、
四
月
か
ら

月
二
、
七
三
〇
円
に
引

き
上

げ
ら
れ
ま

す
。
国

民
年
金
制
度
は
、
歳

を
と

っ
た

り
障
害
者

に
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
母

子
世
帯
に
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金

に
よ
っ
て
所
得
を
保
障
し
よ

う
と

い
う

制
度
で
、
年
金
額
の
水
準
や
加
入
者
の

状
態
な
ど
か
ら
保
険
料
の
額

が
決
め
ら

れ
る
の
が
本
来
の
姿
で
す
。

し
か
し
、
四
月
か
ら
月
二

、
七
三
〇

円
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
も
、
決
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

計
算
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
の
年
金

額
の
水
準
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
必
要

な
保
険
料
は
、
月
五

、
〇
〇
〇
円
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
負
担

が
急
に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
意
味
か

ら
、
必
要
な
保
険
料
よ

り
も
低
額
に
押

さ
え
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
は
今
後
と
も
段

階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
を
、
よ
り
一
層

充
実

発
展
さ
せ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

福
祉
年
金
の

支
払
い
は
四
月
で
す

福
祉
年
金

の
支
払
い
は
、
お
盆

や
暮

れ
に
間
に
合

わ
せ
て

ぽ
し

い
と
い
う
要

望
に
応
え
て
、
昨
年
の
法
律
改
正
で
一

か
月
ず
つ
繰
り
上
げ
、
四
月
、
八
月
、

士

一
月
（
希
望
す
る
と
き
は
十
一
月
）

に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
本
年
最
初
の
支

払

い
は
四

月
で
す
か
ら
、
お
間
違

い
の

な

い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ぎょうせい・ねんきん 広報よもぎた (6)

教
育
委
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みごと当せん

びな大形のプレゼント

蓬田保育所

蓬
田

保

育

所

に

去

る
二

月

二

十

日

ひ
な

人

形

一
式

が
贈

ら

れ

て
来
た
。
こ
れ
は
、

東

京

都

台
東
区

社

団

法
人

日

本

ひ
な

人
形

協

会

が
子

ど

も

の
情

操
教

育

の

一
端

と
し

て

活
用

し

て

い
た

だ

く
た

め

に
全
国

の
幼

児

保

育

施

設
を

対
象

に

「
ひ
な

人

形

プ

レ

ゼ

ン

ト
」

を

実

施
し

た

も
の

で

昨
年

の

暮

に
東

奥
日

報

に
掲

載

さ

れ

た
募
集
広
告
を
み
て
、
蓬
田
村
大

字
郷

沢
の
沼
田
恵
美
子
さ
ん
が
応
募
し
た
と

こ
ろ
幸
運

に
も
当
せ
ん
し
て
、
こ
の
た

び
思
わ
ぬ
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
。

保
育
所
で
は

さ
っ
そ
く
真
新
し
い
ひ

な
人
形

を
か
ざ
り
三
月
三
日

の
ひ
な
祭

に
は
お
誕
生
会
と
併
せ

て
父
母
の
保
育

参
観
を
お
こ
な

い
大
よ
ろ
こ
び
の
子

ど

も
達
と

Ｉ
し

ょ
に
た
の
し

い
一
日

を
過

し
た
。

大
工
組
合
奉
仕
作
業

当
村
の
大
工
組
合

（
三
上
雄
一
代

表
）

で
は
、
こ
の
ぼ
ど
十
三

人
の
組
合
員
が

出
て
、
生
活
保
護
家
庭
と
独
り
暮
ら
し

の
老
人
家
庭
の
雪
下

ろ
し
と
家
屋
修
理

の
奉
仕
活
動
を
行

い
、
感
謝
さ
れ
た
。

奉
仕
活
動
を
し
た
の
は
三
上
代
表
の

ぽ
か
ふ
松
宗
、
川
崎
君
弘
、
木
村
昇
次
、

佐
井

一
郎
、
藤
田
義
忠
、
小
松
賢
司
、

藤
田

雅
清
、
吉
田
治
徳
、
田
中
正

二

村
上
常
雄
、
久
慈
彰
、
葛
西
満
さ
ん
の

十
二
人
。

相
談
無
料

交通事故のご相談はご遠慮なくどうぞ

平日は午前９時30分から午後４時30分
まで（土曜日は正午まで）

専門の相談員が親身になってご相談に
応じます。
弁護士相談囗　毎週　曜午後１時～午

後４時

社団法人　日本損 害保険協会

自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン ター

青森市長島2 －10－ 7　 ヤマウビル８階
自動車保険料率算定会青森調査事務所内

眥　　0177-76-4391直通0177-22-1025

農
水
放
談

老

醜

（
ろ
う
し
ゅ
う
）

老

醜

と

は
決

し

て

三

ッ

の

「
し

」

で

は

な

い
。

し

ら

が
、

し

わ

、
し

み

、

こ

れ

は
長

生

き

し

た
証

拠

で

す

。

自

然

に
そ

う

な

る

も
の

で

す

。

そ

れ

は
人

生

の
年

輪
で

、

長

い
く

人

生

の

喜
怒

哀

楽

の
人

間

の

歴

史

で

す
。

真

の
老

醜

と

は
三

ッ

の

「
し

」

で
は

な

く

、
三

ッ

の

「
ち
」

で

あ
る

。

「
無

知
（
む
ち

）
」
　
「
ぐ

ち

」
　
「
け
ち

」
。

①
　

「
む
ち

」
・
…

世

の
中

、

社
会

の
こ

ご
と

に
は

か

ゝ
わ
り

が

な

い
と

い

っ

た
式

で
、

黙

っ

て
死

ぬ
の

を

待

っ

て

お

る
よ

う

な

こ

と
は

無

知

に
な

る
ば

か

り

で

す

。

で

す

か

ら

自

分

の

出

来
る
役
割
分

担
を
は
っ
き
り
し
、
そ

の
仕
事
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と

は
無
知
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
希
望

を
も
つ
か
ら
…
…
。

②
　

「
ぐ
ち
」
…

。
ぐ
ち
は
怨
観
的
で

思
い
き
り
悪

い
こ
と
で
…
…

。
出
来

て
し
ま
っ
た
事
を
い
つ
ま
で
も
、
モ

チ
米
を
炊

い
た
よ
う
に
ぐ
ち
ぐ
ち
ぐ

た
め
き
、
風
呂
の
中
で
庇
を
放
つ
よ

り
悪

い
。

③
　

「
け
ち
」
…
。
年
を
と
る
と
働
け

ず
、
よ
っ
て
金
も
と
れ
な
い
の
で
無

知
な
経
済
的
に
ヶ
チ

に
な
り
霏
ち
で

あ
り
ま
す
。

き
れ
る
と
き
は
、
き
れ
い
に
き
れ
る

よ
う
心
が
け
る

べ
き
で
す
。

ふ
と
ん
の
下
に
小
金
を
敷

い
て
お
い

て
も
死
ん
で
も
も
っ
て
ゆ
け
な
い
。

一
九
七
八
、
二

、
一
　一

（
虹
よ
永
遠
を
参
照
）

村
民
の
み
な
さ
ん

見
舞
返
し
を
廃
止

し
ま
し
ょ
う
が
‥

家
計
の
中
で
冠
婚
葬
祭
、
見
舞
等
で
そ
う
と
う
に
圧

迫
を
し
て
い
る
と

思

い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
奥
さ
ん
見
栄
を
は
ら
ず
に
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
見
て

は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

蓬
田

村
中
央
公
民
館

蓬

田

村

婦

人

会

閇 広報よもぎた わ　だ　い



対
話
に
よ
っ
て
明
る
く

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

「
人

権

モ

デ

ル

地

区

」

い

よ

い

よ

活

動

こ
の
ぽ
ど
、
蓬
田
村
が
昭
和
五
十
三

年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
四

年
三
月
ま
で

の
一
年
間
「
人
権

モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
蓬
田
村
で
は
、
村
を
よ
り

明
る
く
す
る
た
め
に
、
村
の
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

み
な
さ
ん
の
人
権
を
守
り
、
ま
た
、
こ

れ
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
、
中
学
生

を
対
象
と
す
る
講
演
会
、
一
般
村
民
を

対
象
と
す
る
特
設
人
権
相
談
所
開
設
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
匚
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
「
人
権
」

と
か
「
人
権

擁
護
」
と
い
う
と
、
何
か
大
変
む
つ
か

し
い
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ま
す
が
、
そ

れ
は
決
し
て
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な

く
、
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
結
局
人

間
が
人
間
を
た
い
せ
つ
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
ご
ろ
の
よ
う
に
社
会
、
経
済

が

発
展
し
て
き
ま
す
と
、
私
た
ち
の
毎
日

の
生
活
は
、
昔
に
く
ら

ぺ
て
非
常
に
便

利

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
反
面

お
互
い
人
間
が
と
か
く

粗
末
に
扱
わ
れ
て
、
私
た
ち
の
日

々
の

行
な

い
や
そ
の
暮
ら
し
が
、
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
都
合

な
点
を
、
お
互

い
が
個
人
と
し
て
の
尊
さ
を
認
め
あ
い

相
手
の
立
場
や
権
利
を
認
め
あ
う
こ
と

に
よ
っ
て
な
く
し
、
毎
日
の
生
活
を
よ

り
明
る
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
の
が

「
人
間
尊
重
」

の
考
え
方
な
の
で
す
。

こ
の
考
え
方
は
、
職
場
、
学
校
、
部

落
な
ど
他
人
と
の
社
会
生
活
の
面
で
考

え
れ
ば
よ
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
家

庭
内

で
も
同
じ
こ
と
で
、
夫
婦
や
親
子

、

兄
弟
、
ま
た
嫁
と
姑
と
の
間
な
ど
で
も

お
互

い
に
相
手
の
立
場
を
思

い
や
っ
て
、

い
た
わ
り
あ

い
話
し
合

っ
て
、
明
る
く

暮
ら
し

て
い
く
の
が
、
新
し

い
時
代
の

家
庭
で
す
。

こ
う
し
て
、

お
互
い
の
家
庭
が
よ
く

な
れ
ば
、
自
然
に
社
会

も
よ
く
な
り
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
つ
子

ど
も

た
ち
も
立
派
な
人
間
と
な
っ
て
、
明
る

く
住
み
よ

い
世
の
中
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。

蓬
田
村
が
「
人
権

モ
デ
ル
地
区
」
に

な
っ
た
の
を
機
会

に
、
お
互
い
に
い
ま

一
度
以
上
の
こ
と
を
考
え
、
県
下

の
模

範
地
区

に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
く
住
み
よ

い
村
に
す
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し

蓬
田
村
の
人
権

擁
護
委
は
、
つ
ぎ
の

方

々
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

、
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

清
水
信
造
　

（
蓬
田
）

坂
本
繁
男
　

（
中
沢
）

木
村
金

助
　
　（
瀬
辺
地
）

※
な
お
「
人
権

モ
デ
ル
地
区
」

の
行
事

等
に
つ
い
て
は
、
毎
号
「
人
権
コ

ー
ナ

ー
」
を
設
け
て
案
内
す

る
か
、
広
報
車

・
有
線
放
送
等
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま

す
か
ら
、
村
民
各
位
の
積
極
的
な
参
加

を

お
願
い
し

ま
す
。

（
担
当
＝
蓬
田
村
役
場
民
生
課
）

戸
籍
の
窓
口

市
町
村
名
は
本
籍
の
表
示
で
す
。

一
月

こ
一
月
受
付
分

一
月
受
付
分

○

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

高
　
田
　

恵
利
佳
　

（
盛
男

・
長
女
）

角
　

山
　

な
ぎ
さ
　

（
利
春

・
二

女
）

越
　

田
　
千
恵
子
　

（
昭
治

ｆ
長
女
）

福
　

浦
　
　
　

恵
　
　（
次
男

・
長
女
）

北
　

山
　
喜
　

子
　
　（
輝
明
・
長
女
）

田
　

中
　
茂
　

光
　

（
正
一
　・
長
男
）

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

乳
　

井
　
徳
　

明
　
　（
篷
　
田
）

（

溝
　
江
　

春
　
子
　

（
青
森
市
）

青
　
木
　
　
　

保
　
　（
阿
弥
陀
川
）

（

千
　

葉
　
直
　
子
　

（
青
森
市
）

鎌
　
田
　

久
　
則
　

（
広
　

瀬
）

（

小
　
田
　

真
理
子
　

（
新
潟
県
）

有
　
馬
　
　
　

智
　

（
阿
弥
陀
川
）

（

町
　
田
　

幸
　
子
　
　
（
茨
城
県
）

八
　

戸
　
　
　

宏
　
　（
阿
弥
陀
川
）

（

小
　
林
　

真
　
弓
　

（
群
馬
県
）

葛
　
西
　

一
　

保
　

（
瀬
辺
地
）

（

蝦
　
名
　

る
り
子
　
　
（
相
馬
村
）

渋
　
谷
　

紀
　
雄
　

（
長
　
科
）

（

畑
　
本
　

ま
り
子
　

（
和
歌
山
県
）

鈴
　
木
　

勝
　
文
　
　
（
蟹
田
町
）

（
八
　

幡
　

と
き
子
　

（
高
　
很
）

木
　
浪
　

繁
太
郎
　

（
青
森
市
）

（
張
　

間
　

京
　
子
　
　
（
長
　
科
）

木
　

村
　
　
　

修
　
　
（
蓬
　
田
）

（

飯
　
田
　

あ
き
子
　

（
青
森
市
）

千
　

葉
　
　
　

滋
　

（
千
葉
県
）

（

森
　
　
　

弘
　
子
　
　
（
阿
弥
陀
川
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ

ま
す
。

木
　
村
　

兵
次
郎
　
　
（
瀬
辺
地
）

川
　

崎
　

豊
　

吉
　
　（
広
　

瀬
）

八
　

戸
　

イ
　

ヨ
　
　（
阿
弥
陀
川
）

藤
　
田
　
　
　

博
　
　
（
阿
弥
陀
川
）

七
　

戸
　

定
　

吉
　
　（
広
　

瀬
）

木
　

戸
　

チ
　

ヱ
　
　（
瀬
辺
地
）

二
月
受
付
分

○

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

工
　

藤
　

秀
　
一
　
　
（
修
造
・
長
男
）

吉
　
田
　

信
　
文
　
　
（
信
男

・
長
男
）

藤
　
田
　

開
　
覚
　

（
理
耕
・
長
男
）

越
　

田
　

直
　
也
　
　
（
清
治
・
長
男
）

松
　

本
　
昭
　

徳
　
　
（
道
徳
・
二
男
）

松
　

本
　

有
　
美
　

（
洋

丁

長
女
）

三
　

上
　

博
　
之
　
　（
勇
次
郎
・
長
男
）

稲
　

葉
　

一
　
敏
　

（
繁
次
郎
・
長
男
）

川
　
内
　

美
恵
子
　

（
文
雄
・
二

男
）

藤
　

本
　
　
　

進
　
　（
昭
男
・
長
男
）

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

飯
　
田
　

政
　

孝
　
　（
瀬
辺
地
）

（

沢
　
居
　

ユ
リ
子
　

（
東
北
町
）

村
　
上
　

初
　

雄
　
　（
蓬
　
田
）

（

間
　
山
　

洋
　
子
　

（
青
森
市
）

森
　
　
　

千
代

明
　

（
阿
弥
陀
川
）

（
工
　

藤
　

恵
　
子
　

（
大
分
県
）

○
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

稲

葉
　
　

勲
　
7
5
（
高

根
）

稲

葉

キ
　

ヨ
　
7
8
（
高

根
）

中
　
村
　

卜
　
'
f
f
　
8
0
（
広
　
瀬
）

加
　

藤
　
喜
　
作
　
8
1
　（
郷
　
沢
）

お
し
ら
せ

〈
５
月
〉

９
日
　
妊
婦
検
診

中
央
公
民
館

午
前
９
時
3
0分

1
0日
　
子
宮
ガ
ン
検
診
　
役
場

午
後
零
時

1
7日
　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
　
中
央
公
民
館

午
後
１
時

へ
６
月
〉

２
囗
　
胃
集
団
検
診
　
役
場

午
後
５
時

３
日
　
胃
集
団
検
診

瀬
辺
地
民
生
会
館

午
前
５
時

こ　せ　き 広報よもぎた (8)
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